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五
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平
成
十
六
年
六
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
稲
見
哲
男
君
提
出
旧
国
鉄
臨
時
職
員
の
退
職
手
当
の
取
扱
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。

平
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十
二
日
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第

一

〇

五

号



衆
議
院
議
員
稲
見
哲
男
君
提
出
旧
国
鉄
臨
時
職
員
の
退
職
手
当
の
取
扱
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
二
号
。
以
下
「
退
職
手
当
法
」
と
い
う
。
）
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
疑
義
が
生
じ
な
い
よ
う
、
運
用
方
針
を
定
め
る
等
に
よ
り
適
用
関
係
の
明
確
化
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
「

細
部
に
亘
っ
て
の
適
用
解
釈
に
不
明
確
な
部
分
が
生
じ
た
り
、
違
和
感
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な

い
も
の
と
考
え
る
。

な
お
、
退
職
手
当
法
に
規
定
す
る
退
職
手
当
は
、
そ
の
内
容
が
法
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
基
本
的
に
勤
続

報
償
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
も
い
る
こ
と
か
ら
、
労
使
間
の
協
議
に
よ
り
そ
の
取
扱
い
を
決
定
す
る
こ
と
に
は
な
じ
ま
な

い
も
の
で
あ
る
が
、
退
職
手
当
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
、
必
要
に
応
じ
、
職
員
団
体
等
の
意
見
も
聴
取
し
つ
つ

適
切
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
事
例
に
係
る
期
間
に
施
行
さ
れ
て
い
た
退
職
手
当
法
（
当
時
の
法
律
名
は
「
国
家
公
務
員
等
退
職
手
当
法
」
）

の
下
に
お
い
て
は
、
そ
の
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
と
み
な
さ
れ
る
者
が
、
常
勤
職
員
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い

一



る
勤
務
時
間
以
上
勤
務
し
た
日
が
一
月
に
お
い
て
二
十
二
日
に
満
た
な
い
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
退
職
し
た
も
の
と
し

て
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、
当
該
退
職
の
後
、
支
給
手
続
に
必
要
と
さ

れ
る
合
理
的
な
期
間
内
に
支
給
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
御
指
摘
の
事
例
に
あ
る
よ
う
な

複
数
の
異
な
る
勤
続
期
間
に
係
る
退
職
手
当
を
、
合
理
的
な
理
由
が
な
い
ま
ま
に
最
後
の
勤
続
期
間
の
後
に
ま
と
め
て
支
給

す
る
こ
と
は
、
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
退
職
手
当
法
の
改
正
に
よ
り
支
払
の
時
期
に
つ
い
て
の
明
文
の
規
定
が
置
か
れ
、
原
則
と
し
て
、
退
職
手
当
は
、

職
員
が
退
職
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
以
内
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
退
職
手
当
法
の
適
用
は
、
職
員
の
勤
務
に
つ
き
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
や
労
働
基

準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
等
の
関
係
法
令
が
遵
守
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
退
職
手
当
法
及
び

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
十
五
号
）
等
に
基
づ
き
適
切
に
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
。

三
に
つ
い
て

旧
国
鉄
の
臨
時
雇
用
員
の
退
職
手
当
の
算
定
に
お
い
て
、
賃
金
日
額
の
八
割
に
相
当
す
る
額
の
二
十
五
倍
に
相
当
す
る
額

二



を
そ
の
俸
給
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
年
六
月
二
十
二
日
に
言
い
渡
さ
れ
た
最
高
裁
判
所
第
二
小
法
廷
平
成
九
年

（
オ
）
第
二
四
〇
六
号
退
職
金
等
請
求
事
件
の
判
決
に
お
い
て
も
是
認
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、「
こ
の
よ
う
な
場
合
、

前
記
第
三
条
関
係
一
、
ハ
・
（
�
）
が
適
用
さ
れ
る
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。

な
お
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
退
職
手
当
法
に
規
定
す
る
退
職
手
当
は
、
そ
の
内
容
が
法
令
に
よ
り
定
め
ら
れ

て
お
り
、
ま
た
、
基
本
的
に
勤
続
報
償
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
も
い
る
こ
と
か
ら
、
労
使
間
の
協
議
に
よ
り
そ
の
取
扱
い

を
決
定
す
る
こ
と
に
は
な
じ
ま
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
退
職
手
当
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
、
必
要
に
応
じ
、
職

員
団
体
等
の
意
見
も
聴
取
し
つ
つ
適
切
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
退
職
手
当
の
取
扱
い
に
関
連
し
て
、
現
在
、
東
京
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
、
旧
国
鉄
の
臨
時
雇
用
員
の
退
職
手

当
に
関
連
す
る
問
題
に
つ
い
て
の
団
体
交
渉
を
め
ぐ
る
中
労
委
平
成
十
三
年
（
不
再
）
第
二
十
三
号
事
件
に
つ
い
て
、
中
央

労
働
委
員
会
が
行
っ
た
再
審
査
の
申
立
て
を
棄
却
す
る
旨
の
命
令
を
取
り
消
す
こ
と
等
を
求
め
る
訴
訟
が
係
属
中
で
あ
る
。

政
府
と
し
て
は
、
お
尋
ね
の
諸
点
は
現
に
係
争
中
で
あ
る
か
又
は
そ
れ
に
密
接
に
関
連
す
る
問
題
で
あ
る
た
め
、
答
弁
を
差

し
控
え
た
い
。

三


